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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期
第２四半期
連結累計期間

第26期
第２四半期
連結累計期間

第25期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 22,514,092 23,767,281 44,277,596

経常利益 （千円） 229,030 409,630 291,646

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 153,560 279,918 185,403

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 143,339 268,053 182,599

純資産額 （千円） 5,300,043 5,569,268 5,339,303

総資産額 （千円） 21,015,162 21,320,505 18,193,552

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 76.92 139.53 92.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.2 26.1 29.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △2,237,876 △2,341,499 △467,136

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,428 △1,964 △1,428

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,355,495 2,173,707 △588,762

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,984,586 5,652,653 5,877,168

 

回次
第25期
第２四半期
連結会計期間

第26期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は　　

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △2.41 77.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を有

しないため記載しておりません。なお、第26期第１四半期連結会計期間末時点でストック・オプションは失

効しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

 

（海外セグメント）

　第１四半期連結会計期間において、連結子会社であったShinden Singapore Pte. Ltd.は清算したため、同社を連

結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における、わが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策を講じつつ徐々に

経済活動のレベルの引き上げが進んでおりますが、依然として厳しい状況にあります。景気の先行きについても、

各種政策の効果や世界経済の改善による持ち直しの動きに期待がある一方で、米中貿易摩擦等の通商問題の激化が

懸念されます。

当社グループが属するエレクトロニクス業界につきましては、５Ｇの進展による拡大が期待される市場、働き方

を含めたライフスタイルの変化により恩恵を受ける市場、その一方で苦戦を強いられている市場があり、明暗がわ

かれております。

このような情勢の下、当社グループは、感染防止策として在宅勤務を基本に、オンラインミーティング等の利用

を推進し通常業務の維持に努め、既存ビジネスの供給責任を果たすことに注力しました。しかし、同感染症の感染

予防策として企業活動のレベルの停滞の影響が残り、優良中堅顧客及び新規ビジネスの開拓、並びにビジネス開始

までに時間及び工数を要する案件は、遅延傾向にあります。今後も感染拡大に十分留意しつつ、その取組みを加速

化させてまいります。

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、当社グループの主力ビジネスである車載用機器向け及びＯＡ用機器向

けの需要減、並びに一部のバッテリビジネスの遅延があったものの、新規有機ＥＬビジネスの量産開始による集中

的な需要増、ＧＩＧＡスクール構想における文教用機器向け液晶モジュールの需要の前倒し、医療用機器向けタッ

チパネル、スマートフォン周辺機器向けの一部半導体ビジネスの需要増が経営成績に寄与し、順調に推移しまし

た。その結果、売上高は、237億67百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。営業利益は、売上総利益の増

加及び販売費及び一般管理費の減少もあり３億79百万円（前年同四半期比32.8％増）となりました。経常利益は、

ドル金利の低下による支払利息の圧縮及び為替差益の増加により４億９百万円（前年同四半期比78.9％増）となり

ました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、２億79百万円（前年同四半期比82.3％増）となりました。

品目別では、液晶分野は、車載用機器向け液晶モジュールの需要減があったものの、新規有機ＥＬビジネスの量

産化による集中的な需要増、文教用機器向け液晶モジュールの前倒し及び医療用機器向けタッチパネルの需要増に

より、売上高113億35百万円（前年同四半期比29.5％増）となりました。半導体分野は、車載用機器やＯＡ用機器

向けのメモリの需要減を、スマートフォン周辺機器用ビジネスで補いましたが、売上高77億97百万円（前年同四半

期比9.7％減）となりました。電子機器分野は、異物検出装置がほぼ前年並みに推移しましたが、ＯＡ用機器向け

のメモリモジュールの需要減により、売上高21億79百万円（前年同四半期比4.4％減）となりました。その他分野

は、ＥＭＳビジネスがほぼ前年並みに推移しましたが、バッテリビジネスの進捗遅延と、太陽光発電所向け電力機

器ビジネスの減少により売上高24億54百万円（前年同四半期比13.6％減）となりました。

 

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（日本）

当第２四半期連結累計期間は、売上高227億72百万円（前年同四半期比12.4％増）となり、セグメント利益

は、４億14百万円（前年同四半期比96.7％増）となりました。

（海外）

当第２四半期連結累計期間は、当セグメントの主要な顧客が車載用機器及びＯＡ用機器メーカであり、同顧客

の生産停滞の影響が残ったため、売上高９億94百万円（前年同四半期比55.8％減）となり、セグメント損失は、

24百万円（前年同四半期は17百万円のセグメント利益）となりました。

 

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は213億20百万円（前連結会計年度末比17.2％増）、負債は

157億51百万円（前連結会計年度末比22.5％増）、純資産は55億69百万円（前連結会計年度末比4.3％増）となり

ました。
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新型コロナウイルス感染症の影響について

当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、不調となった各市場向けのビジネスを、新規

ビジネスの量産化及び前倒し需要の増加がそれを補い順調に推移したため、現段階で影響はありません。

しかし、今後同感染症が収束しない場合は、2020年６月24日提出の有価証券報告書「第一部 企業情報　第２

事業の状況　３　（2）　②　d. 経営成績に重要な影響を与える要因について　(a) 新型コロナウイルス感染症

（以下、COVID-19）に関するリスクについて」に記載の要因により、当社グループの業績に影響を与えるおそれ

があるとの判断に変更はありません。

 

(2）財政状態の分析

①　資産

　総資産は213億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ31億26百万円（17.2％）増加しました。主な要因

は、現金及び預金が２億24百万円（3.8％）減少しましたが、受取手形及び売掛金が26億36百万円（36.1％）、

商品が６億65百万円（16.0％）、差入保証金が96百万円（57.0％）増加したことによるものであります。

 

②　負債

　負債は157億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ28億96百万円（22.5％）増加しました。主な要因は、

有利子負債が20億５百万円（20.2％）、買掛金が７億96百万円（34.7％）増加したことによるものであります。

 

③　純資産

　純資産は55億69百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億29百万円（4.3％）増加しました。主な要因は、

利益剰余金が１億90百万円（7.1％）増加したこと、自己株式が60百万円（35.2％）減少したことによるもので

あります。

 

④　経営指標

　流動比率は短期借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ18.2ポイント減少し153.4％となりました。

自己資本比率は、有利子負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ3.2ポイント減少し26.1％となりまし

た。有利子負債対純資産比率は2.1倍となり、前連結会計年度末と比べ0.2ポイント増加しました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは23億41百万円の資金の減少となりました。主な要因は、仕入債務の増加８

億７百万円がありましたが、売上債権の増加26億52百万円、たな卸資産の増加６億70百万円があったことによるも

のであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、１百万円の資金の減少となりました。主な要因は、有形固定資産の取得

による支出２百万円があったことによるものであります。

　以上の結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリー・

キャッシュ・フローは23億43百万円の資金の減少となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、21億73百万円の資金の増加となりました。主な要因は、長期借入金の返

済による支出16億円、配当金の支払額89百万円がありましたが、短期借入金の純増額32億28百万円、長期借入れに

よる収入６億40百万円があったことによるものであります。

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は56億52百万円となりました。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(7）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発費の総額は、３百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,400,000

計 6,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,110,200 2,110,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,110,200 2,110,200 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
 

－ 2,110,200 － 1,438,519 － 1,119,019
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

貝塚　進 東京都練馬区 152,800 7.51

内藤　征吾 東京都中央区 63,300 3.11

城下　保 神奈川県横浜市青葉区 62,400 3.06

シンデンハイテックス社員持株会 東京都中央区入船３丁目７－２ 50,300 2.47

河合　優 東京都目黒区 38,000 1.87

鈴木　淳 千葉県白井市 34,000 1.67

ケーエス興産有限会社 東京都練馬区石神井町６丁目18－19 32,000 1.57

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６－21 31,600 1.55

田村　祥 東京都豊島区 25,700 1.26

有限会社ポーソン
神奈川県横浜市青葉区あざみ野１丁目12

－13
25,600 1.26

計 － 515,700 25.33

（注）当社は、自己株式が74,300株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合3.52％）ありますが、上記大株主から除

外しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 74,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,034,900 20,349 －

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数  2,110,200 － －

総株主の議決権  － 20,349 －

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

シンデン・ハイテックス

株式会社

東京都中央区入船

３丁目７－２
74,300 － 74,300 3.52

計 － 74,300 － 74,300 3.52

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,892,175 5,667,661

受取手形及び売掛金 7,306,057 9,942,186

電子記録債権 122,326 131,621

商品 4,150,636 4,816,241

その他 448,998 380,832

貸倒引当金 △21,500 △29,542

流動資産合計 17,898,693 20,909,000

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 4,388 5,401

その他（純額） 10,269 10,594

有形固定資産合計 14,657 15,996

無形固定資産   

ソフトウエア 29,760 21,514

その他 1,311 1,311

無形固定資産合計 31,072 22,826

投資その他の資産   

差入保証金 169,272 265,807

その他 95,731 122,749

貸倒引当金 △15,876 △15,876

投資その他の資産合計 249,128 372,681

固定資産合計 294,858 411,504

資産合計 18,193,552 21,320,505

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,295,215 3,091,412

短期借入金 4,788,520 7,829,200

1年内返済予定の長期借入金 2,718,701 1,984,691

未払法人税等 119,785 161,064

賞与引当金 75,480 71,209

その他 434,045 492,024

流動負債合計 10,431,747 13,629,602

固定負債   

長期借入金 2,403,664 2,102,854

退職給付に係る負債 16,179 15,370

その他 2,657 3,409

固定負債合計 2,422,501 2,121,634

負債合計 12,854,248 15,751,236

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,438,519 1,438,519

資本剰余金 1,390,417 1,382,085

利益剰余金 2,671,879 2,861,981

自己株式 △173,131 △112,248

株主資本合計 5,327,685 5,570,338

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 2,732 △9,614

その他の包括利益累計額合計 2,732 △9,614

非支配株主持分 8,886 8,543

純資産合計 5,339,303 5,569,268

負債純資産合計 18,193,552 21,320,505
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 22,514,092 23,767,281

売上原価 21,173,229 22,396,793

売上総利益 1,340,863 1,370,487

販売費及び一般管理費 ※ 1,054,778 ※ 990,570

営業利益 286,084 379,916

営業外収益   

受取利息 1,798 484

仕入割引 95 －

為替差益 87,179 98,411

その他 2,597 1,926

営業外収益合計 91,671 100,821

営業外費用   

支払利息 133,299 58,258

債権売却損 12,181 12,253

支払手数料 3,000 －

その他 244 596

営業外費用合計 148,725 71,108

経常利益 229,030 409,630

特別利益   

関係会社清算益 － 3,644

特別利益合計 － 3,644

税金等調整前四半期純利益 229,030 413,275

法人税、住民税及び事業税 92,128 142,416

法人税等調整額 △17,510 △9,884

法人税等合計 74,618 132,532

四半期純利益 154,412 280,742

非支配株主に帰属する四半期純利益 851 824

親会社株主に帰属する四半期純利益 153,560 279,918
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 154,412 280,742

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △11,072 △12,689

その他の包括利益合計 △11,072 △12,689

四半期包括利益 143,339 268,053

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 142,267 267,571

非支配株主に係る四半期包括利益 1,072 482
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 229,030 413,275

減価償却費 14,421 13,613

株式報酬費用 3,905 11,087

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,002 8,051

賞与引当金の増減額（△は減少） 35,680 △4,259

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,370 △21

受取利息及び受取配当金 △1,798 △484

支払利息 133,299 58,258

為替差損益（△は益） △124,855 △217,502

支払手数料 3,000 －

関係会社清算損益（△は益） － △3,644

売上債権の増減額（△は増加） △1,197,286 △2,652,701

たな卸資産の増減額（△は増加） 636,163 △670,209

前渡金の増減額（△は増加） 78,603 8,523

仕入債務の増減額（△は減少） △1,984,901 807,890

その他 △12,842 43,831

小計 △2,176,949 △2,184,292

利息及び配当金の受取額 1,793 484

利息の支払額 △135,324 △57,267

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 72,604 △100,423

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,237,876 △2,341,499

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,829 △2,094

その他 1,401 130

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,428 △1,964

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 2,690,000 3,228,000

長期借入れによる収入 1,284,000 640,000

長期借入金の返済による支出 △1,488,246 △1,600,228

社債の償還による支出 △30,000 －

配当金の支払額 △89,405 △89,498

非支配株主への配当金の支払額 △851 △824

その他 △10,001 △3,740

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,355,495 2,173,707

現金及び現金同等物に係る換算差額 △65,224 △54,758

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50,966 △224,514

現金及び現金同等物の期首残高 6,933,619 5,877,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,984,586 ※ 5,652,653
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、Shinden Singapore Pte. Ltd.は清算したため、同社を連結の範囲から除外

しております。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

給料及び手当 340,129千円 327,508千円

賞与引当金繰入額 65,416 70,856

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 6,999,593千円 5,667,661千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △15,007 △15,007

現金及び現金同等物 6,984,586 5,652,653

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日

定時株主総会
普通株式 89,838 45  2019年３月31日  2019年６月26日 利益剰余金

 

２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日

定時株主総会
普通株式 89,815 45  2020年３月31日  2020年６月24日 利益剰余金

 

２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 20,262,959 2,251,133 22,514,092 － 22,514,092

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,545,364 252,022 1,797,387 △1,797,387 －

計 21,808,323 2,503,156 24,311,480 △1,797,387 22,514,092

セグメント利益 210,535 17,181 227,716 58,367 286,084

（注）１．セグメント利益の調整額は、未実現損益の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 22,772,590 994,691 23,767,281 － 23,767,281

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,069,480 49,275 1,118,755 △1,118,755 －

計 23,842,070 1,043,966 24,886,036 △1,118,755 23,767,281

セグメント利益又は損失(△） 414,162 △24,609 389,552 △9,636 379,916

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、未実現損益の消去等によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日

至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益 76円92銭 139円53銭

　 （算定上の基礎）   

　　 親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 153,560 279,918

　　 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
153,560 279,918

　　 普通株式の期中平均株式数（株） 1,996,286 2,006,174

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － －

　 （算定上の基礎）   

　　 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

　　 普通株式増加数（株） － －

　　 　（うち新株予約権（株）） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を有しない

ため記載しておりません。なお、第１四半期連結会計期間末時点でストック・オプションは失効しており

ます。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月10日

シンデン・ハイテックス株式会社

取締役会　御中

 

東　陽　監　査　法　人

東京事務所

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 南泉　充秀

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 稲野辺　研

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンデン・ハ

イテックス株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月

１日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キ

ャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シンデン・ハイテックス株式会社及び連結子会社の2020年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

　ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

　される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

 

 

 

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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　められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

　当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

　いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

　において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

　注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

　いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

　企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

　成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

　財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

　信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

　査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

　監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

  告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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